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研究プロジェクトの概要等 

 初等中等教育における優れた理科の教授・学習法が求められている。従来の教師主導の講義

形式の授業とは異なり，子ども達が主体的に学習する教授・学習法が必要である。その一つの

方法として「探究に基づく学習」(IBL: Inquiry Based Learning)(以下「探究学習」)がある。こ

れは長い歴史を持ち，また多くの教師がこれを重要なものと捉えている。また，日本だけでは

なく中国，アメリカなど海外においても探究学習が重視されている。しかしながら，探究学習

については，明確な・共通の定義がない。そこで日本，中国，アメリカでは，探究学習がどの

ように捉えられ，どのような実践がされているか。その相違点を明らかにして探究学習を実践

する上での課題を明らかにする。そのために，調査を行い，その結果を国内外の学会で発表す

る。さらにこの結果より，教員養成課程の理科教育法の探究学習についての授業プログラムと

現職教師を対象にした研修の授業プログラムを開発することを目指す。 
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研究実績の概要 

１．IBL(探究的な学習)についての調査問題の作成  
・探究学習を，学校の教師達が，どのように捉えているかを調べる調査は日本国内では行わ

れていない。そこで，探究学習を，いろいろな面から捉える調査問題の開発を行った。一部

ヨーロッパで開発した調査問題を使用した（責任者〔ドイツ，フライブルグ大学・Prof.Dr. 
Maaß〕から，著作権，翻訳権の許可を得た）。  
・今年度（2016年5月），この研究の概要を話し合うためにDr.Noemi Waightが，旭川校にv
isitor scholarとして滞在。調査問題の概要を作った。  
・予備調査問題を作成して予備調査を日本とアメリカで行った。  
・11月に，  UB（バッファロー大学）を訪問して，調査問題を作成。  
・12月に，杭州師範大学を訪問して，調査問題の最終調整をした。  
・この調査問題は，日中米で使用するため，日本語，中国語，英語のそれぞれの調査問題を

作成した。  

 
２ .調査の実施  
・探究学習をどのように捉えているかを，多様な面から捉える調査問題を開発した。こ

れに対する現職の教師の考えを，データとして収集した。北海道旭川市内の小中の理科

教師，東京北区の小中の理科教師，山梨県東山梨地区の小中の理科教師を対象にデータ

収集を行った。中国・米国では，これからデータ収集を実施する。 



今後の研究プロジェクトの推進計画 

・初期の予定では，H28年度は調査問題の作成，H29年度は調査の実施であった。いろ

いろな方々の協力を得て，既にH28年度内で調査の実施を始めている。  
・H29年度は，中国と米国の調査（すでにH28年 3月段階で一部スタートしている）を

実施する。必要に応じて日本の調査の参加者を増やす。  
・国際学会（全米科学教育学会・NARST）への発表申し込みを行う。査読審査を通過

すれば，H30(2018)年度の発表となる。ヨーロッパの科学教育学会，日本の理科教育学

会，中国の科学教育学会などへも，状況に応じて発表申し込みを行う。  
 

教育現場や地域で活用可能な成果等 

まだ，研究は継続中である，現段階では成果等は，まとめられてはいない。今後の方向

生を示す。 

・この研究の成果を学術的に発信するだけでなく，本学の教員養成教育のために活用す

る。具体的には探究学習の指導方法，カリキュラム開発などの資料を作成する予定であ

る。 

・新しい学習指導要領の準備が進んでいる。これから求められる『主体的・対話的で深

い学びの実現（「アクティブ・ラーニング」の視点）（中教審答申）と探究的な学習(I

BL)は深い関わりを持っている。したがって，地域の先生方の理科授業のデザインにか

かわる課題解決に，本研究の成果を用いていく予定である。 

・繰り返しになるが，成果については，この調査に協力してくれた地域（旭川，東京北

区，山梨県）のみならず，広く伝えてゆきたい。学会，研究会での発表を行う予定であ

る。 

研究成果の公表実績 

【著書】研究中のため，まだない。 

 

【学術論文】（投稿中も含む） 

研究中のため，まだない。 

【学会発表、シンポジウム、セミナー、演奏会、展覧会、競技会、普及啓発イベント等】 

研究中のため，まだない。 

【テキスト、報告書、研修資料等】 

研究中のため，まだない。 

 

添付資料 

 

調査問題などは，まだ公開できません。 

 

 

 

ダウンロード可能な 

ドキュメント 

 

杭州師範大学を訪問したときの様子が，大学の新聞に掲載されました。 

http://ch.hznu.edu.cn/c/2016-12-29/914302.shtml 

 

 

関連URL なし 

 

問い合わせ先 

 

 氏 名：古屋 光一 

 電 話：0166-59-1310 

 E-mail：furuya.koichi＠a.hokkyodai.ac.jp  

 


